アトモスケープ論・序説 by 津城 寛文 & Hirofumi TSUSHIRO
はじめに
和歌の中心を占める恋歌は︑恋心をナイーブに詠
























































































soundscape ︶﹂ は︑ カナダ人の音楽家︑
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とは異なり︑アトモスケープ 詩学は︑人間の次元ではなく︑それを大き 包み込む環境の次元において︑展開する︒この違いは︑和辻哲郎の言葉を借りれば︑ ﹁風土﹂論 間柄﹂論との違 である︒和辻は︑自然環境と人の間になりたつものを﹁風土 ︑人と人の間になりたつも を﹁間柄﹂と呼んだ︒坂部恵が論じた﹁ペルソナ﹂や木村敏が論じた 人と人との間﹂などは︑和辻の﹁間柄﹂ 連なるものであり︑他方︑アトモスケープは 風土 ︒
印象派︑表現主義という﹁近代美術のふたつの﹁イ






ト・ウェスタン鉄道﹄にいたるまで ﹁光と空気が物体に勝利する光景﹂を︑ ﹁か ちを曖昧にし︑線ではなく面︑というよりも色彩で﹂描き続けて︑西洋絵画史の画期となった
6︒
印象派の先駆けとなるターナーについて︑同時代
の批評家たちの困惑 驚きは︑ ﹁色彩に付与した役割の根本的な難解さ︙︙作品の﹁未完﹂のような外見への疑義︙︙ぼやけた輪郭線へ 戸惑い︙︙多様解釈の可能性﹂をめぐるものだった︒その後に起こった﹁流行 思潮としてのレアリスム﹂について︑美術史家のガンボーニは︑ ﹁写真 よう ﹂イリュージョンの方向と︑ ﹁知覚の主観性を訴え︑明確な形態や構図を解体させる﹂方向と 二つを切り分け 後者が印象派につながっているこ ︑さらに印象派は二つの方向に分かれてい ことを︑指摘してい ︒ ﹁印象﹂という概念のもつ﹁主体と客体の区別がなされる以前の段階︙︙未分化のまま融合している状態﹂やその﹁動的で瞬間的な絵画表現﹂が︑一方で 知覚の主体性という意味での﹁レアリスムの展開 ひとつの到達点﹂ もなり︑他方では﹁レアリスムから象徴主義への移行﹂ 道を辿るからである
7︒ガン





子論や量子論が世界観を変えたように︑ ﹁光学的理論を絵画の色彩にとりいれ︙︙点の集合で描く﹂技術を確立し︑絵画の見方を変えた︒そ ころ ピサロは︑すでに﹁こまかいタッチを重ねて描く方法を試みていた﹂が︑年少のスーラ 技法をみて︑ ﹁これが自分の求めているものだと考えた﹂という 光学理論は点描その他の具体的なテクニックや理論的裏付けを提供するが︑点描 描かれるだけでは︑必ずしもアトモスケープにならない︒スーラ 作品 ども︑有名な﹃グランド・ジャット島 日曜日の午後﹄も︑輪郭線は いが︑形は っきりしており︑遠近感や空気感 なく︑すべてが固ま たままで︑私にはアトモスケープには見えない︒
これに対して︑ピサロの作品︑たとえば﹃テアト
ル・フランセ広場︑雨﹄は︑ ﹁われわれの吸っている空気が︑これらの絵のなかに閉じこめられている﹂﹁軽やかで︑ 動きのある︑ 奥深い︑ 無限の︑ 生きている空に輝く夢のように美しい光を彼は描いた﹂と鑑賞されるように︑アトモスケープが作品化されている
8︒
ピサロがこのようなアトモスケープを描いた一つ
の偶然的な理由として︑視力の問題がある︒ ﹁晩年の彼は︑目が少し悪くなったため︑戸外で描くことができず︑部屋の窓の前に座 て描いた︒窓 向こう側には︑煙 もや︑太陽︑船︑港 動き︑ざわめき光などが見えた﹂というエピソードは しばしば言及される
9︒
印象派の旗揚げとなったモネの﹃印象︑日の出﹄





















































































































さが﹂という部分を︑ ﹁どれほど遠くにであれ ある近さが﹂とすると︑私の実感にな が︑いずれにしても︑遠さと近さ 融合するのが﹁アトモスケープ﹂なのである︒
中国系アメリカ人︑イーフー・トゥアンの現象学




























のタイプに分かれ︑一方には︑自然世界を力づくで支配し︑爆発︑燃焼︑奔出する万物のイメージを統一しようとする﹁膨張性の詩﹂があり︑他方には︑イメージを﹁中心から噴出﹂させるので なく﹁中心に吸着﹂させる﹁収縮性の詩 があ ︒そして後者は︑イメージの運動に即して言い換えると﹁外から内へ﹂の﹁求心力﹂であり︑ジェンダー 特性 言い換えると﹁女性的な受動性﹂となる︑という
17︒誰
の考えか︑その整理が適切かどうか︑ どは問わないとして︑少なくともこのように対比される二タイプのうち︑アトモスケープを誘導しやすいのは ﹁外から内へ﹂ ﹁女性的 受動性﹂ ﹁求心性﹂ ﹁収縮性﹂等々と言われる想像力であり それは雰囲気的想像力の特徴でもある︒
このようなアトモスケープが︑文学史や美術史か

























































































場﹀ ﹄日本教文社︑一九九九年︵原書は一九 六年刊行︶ ︒
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くま学芸文庫︑ 一九九五年 ︵原書は一 三一年刊行︶ ︒
15　
イーフー・トゥアン︑山本浩訳﹃空間 経験
︱
身
体から都市へ﹄ちくま学芸文庫︑
 一九九三年︵原書
は一九七七年刊行︶ ︒
16　
イーフー・トゥアン︵段義孚︶ ︑阿部一 感覚世界
︱
美・自然・文化﹄せりか書房︑一九九四年
 
︵原書は一九九三年刊行︶ ︒
17　
市倉宏祐﹃ハイデガーとサルトルと詩人たち﹄日本放送出版協会︑一九九七年︒
18　
小林享﹃移ろいの風景論
︱
五感・ことば・天気﹄
鹿島出版会︑一九九三年︒
19　
岩田慶治﹃風景学と自分学
︱
未来学の土台﹄ ﹃岩
田慶治著作集八﹄講談社︑一九 五年︒
20　
風巻景次郎﹃中世の文 伝統﹄岩波文庫︑一九八五年︒
21　
ガストン・バシュラール︑及川馥訳 水と夢
︱
物
質的想像力試論﹄法政大学出版局︑二〇〇八年︵原書は一九四二年刊行︶ ︒
22　
ガストン・バシュラール︑宇佐見英治訳 空 夢︱
運動の想像力にかんする試論﹄ 法政大学出版局︑
一九六八年︵原書は一九四三年刊行︶ ︒
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